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免 疫 機 能 制 御
客員教授 張
徳 山
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研究概要
本部門では担癌生体の免疫機能に対 し て和漢薬の
作用 を主 な 目 標 と し て調べ てお り ま す。 本年度は下
記の通 り 研究を続けて お り ま す。
1 )  黄 番 多 糖 ( Astragalus mem branaceus 
polysaccharide， APS) と 黄番フ ラ ボ ン (Astra­
galus membranaceus flavonoids， AF ) の 担
癌 マ ウ ス T リ ンパ球増殖お よ び、分化へ の影響.
2 )  APS と AFの担癌マ ウ ス NK. LAK細胞傷害活
性へ の影響.
3 )  APS と AFの担癌マ ウ ス リ ン バ球分泌 サ イ ト カ
イ ンお よ び、そ の受容体へ の影響
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